
地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数
Ⅰ．理念に基づく運営 11

１．理念の共有 2

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 3 　○項目番号について
５．人材の育成と支援 2 外部評価は30項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ安心と信頼に向けた関係づくりと支援 2 「自己」の列にある項目番号は 自己評価に該当する番号です 参考にしてください

＜認知症対応型共同生活介護用＞

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1473400602

法人名 医療法人　愛生会

事業所名 グループホーム　こころ

訪問調査日 平成21年9月11日

評価確定日 平成21年10月29日

評価機関名 社団法人かながわ福祉サービス振興会

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 2 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 1

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 6 　○記入方法
１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 2
　　見直し ［取り組みを期待したい項目］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 2
［取り組みを期待したい内容］

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 11

１．その人らしい暮らしの支援 9

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 30 家　 族

運営者

職員＝

チーム

「取り組みを期待したい項目」で○をつけた項目について、具体的な改善課題や
取り組みが期待される内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）
を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みま
す。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所
以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

番号に網掛けのある項目は、地域密着型サービスを実施する上で重要と思われる重点
項目です。この項目は、概要表の「重点項目の取り組み状況」欄に実施状況を集約して
記載しています。

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

確認された事実から、今後、さらに工夫や改善に向けた取り組みを期待したい項
目に○をつけています。

以外のメンバ も含めて利用者を支えている関係者を含みます。



社団法人かながわ福祉サービス振興会

作成日

【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

（電　話）

【情報提供票より】（21年7月31日事業所記入） 【重点項目への取り組み状況】

2 ユニット 人

16 人

円 円

朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

（４）利用者の概要（7月31日現在）　

18 名 男性 3 名 女性 15 名

名 名

名 名

名 名

年齢 平均 83 歳 最低 70 歳 最高 94 歳

（５）協力医療機関

　ホームは相鉄線の瀬谷駅から徒歩約7分の場所に立地している。道路事情がよ
く、車でも訪ねやすい環境である。周囲は静かな住宅地で環境にも恵まれている。
　利用者の安全・安心に配慮し、防災体制や医療体制の充実を図っている。特に
健康管理面では医師の往診や看護師の定期訪問があり、緊急受け入れの病院を
確保している。
　地域やボランティア等との交流が盛んで、敬老会、文化祭、運動会等へ参加して
いる。事業所内では納涼祭、演奏会等の季節行事が定期的に開催されている。
　職員の定着率が良く、研修に意欲的に取り組んでいる。法人の理解もあり、職員
のモラールは高い。利用者は一人ひとりの身体等の状態に応じて外出を楽しんで
いる。外食の機会や八景島、江ノ島等、遠方へのバス旅行もあり、穏やかな雰囲気
の中で、それぞれの生活を楽しんでいる。

常勤 10人,  非常勤 6人,  常勤換算 14.1人

グループホーム　こころ

評価機関名

神奈川県横浜市瀬谷区本郷 3-25-1

横浜市中区本町2-10　横浜大栄ビル8階

訪問調査日

ユニット数

所在地

（１）組織概要

その他の経費（月額）

所在地
　(電話番号）

（２）建物概要

［認知症対応型共同生活介護用］

平成21年11月11日

1473400602

社団法人かながわ福祉サービス振興会

１．　評 価 結 果 概 要 表

開設年月日

建物構造
2 階建ての　1階　～　2階部分

　  　　無

 有（　100,000　円） 　有りの場合

医療法人　愛生会

045-306-1620

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

    敷　　　　金

利用定員数計 　　 18

事業所番号

事業所名

法人名

職員数

評価確定日平成21年9月11日 平成21年10月29日

家賃（平均月額） 60,000

   保証金の有無
(入居一時金含む)

利用者人数

300

要介護４

または１日当たり　　　　　　　　　　円

要介護１

03

要介護３

0

3

   食材料費

重
点
項
目
① 　評価の実施に当たり、ホーム長が全体会議において、その意義について周知に努め
た。自己評価の作成は、ユニット毎にリーダーを中心に職員全員で分担し、最終的に
はホーム長が確認した。自己評価及び外部評価は職員個々の業務評価の機会にも
なっている。

協力医療機関名

要介護５

三ツ境病院、真和クリニック、ハローデンタルクリニック

80,250

要支援２

　 　償却の有無

350

6

6
重
点
項
目
④

200

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連項目：外部4）

　前回評価の改善課題の一つであった、災害時における地域の協力については、運
営推進会議や自治会長などの関係者の支援があり、近隣からの協力を得られる運びと
なった。また、職員研修については、年間研修計画が作成され、計画に基づき実施さ
れている。

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）

重
点
項
目
③

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

　家族等には、利用者状況報告書に「こころ通信」や手書きした「縁側日記」を添えて、
利用者の様子を定期的に報告し、緊急時にはメールや電話で連絡している。苦情相
談窓口等については、契約書等の文書に明記され、ホーム内に関係文書の掲示もさ
れている。玄関口には、簡単なアンケート欄のある「ご意見伺いシート」の用紙を置き、
家族等から聴取した要望や意見の内容を運営に反映するように努めている。

有

要介護２

平成17年9月1日

軽量鉄骨造り 　

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）
　自治会に加入して、地域のお祭り、敬老会、運動会等に参加したり、ホーム主催の納
涼祭等のイベントを開催している。また、防災面での近隣との交流を大切にしている。
近隣の小学校の子ども達や各種ボランティア等の定期的な訪問は利用者の楽しみに
なっている。テーブル・椅子などの小道具作り、流しソーメンの竹のトヨ作りや納涼祭の
出店の際にはボランティアの支援を受けている。

重
点
項
目
②

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

　運営推進会議には様々な関係者が参加して2ヵ月に1回開催している。当会議はホー
ムをより理解してもらう場でもあると考えている。防災時の近隣からの支援や避難所設
置等の貴重な提言がある。そのほかに、地域の事業所が集う合同の運営推進会議が
毎年あり、情報交換等をして積極的にサービス向上に活かしている。

350

         



社団法人かながわ福祉サービス振興会　

２．　評 価 結 果 ( 詳 細 ）

　（   　 　　部分は重点項目です　）

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

　　１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支えて
いくサービスとして、事業所独自の理念をつくりあ
げている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践に
向けて日々取り組んでいる

1

2

　理念は毎日の朝礼等の折に唱和し、常に確認し共有
化に努めている。また、玄関や各ユニットに掲示し、パ
ンフレットに分かりやすく明記し、家族や地域に伝える
と共に、職員のサービス提供の際の拠りどころにしてい
る。

1

　「私達は利用者様が笑顔で過ごせるようこころに寄り
添うケアを実践する」等の理念を開設当初より掲げ、利
用者がそれぞれの状態に応じ、自立した日常生活が
できるよう支援している。また、「社会、地域との関わりを
保ちながら役割のある生活を目指している」との理念も
あり、まさに地域密着型サービスに取り組むことを示し
ている。

2

２．地域との支えあい

取り組みを期待したい項目

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、自
治会、老人会、行事等、地域活動に参加し、地
元の人々と交流することに努めている

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具体
的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

　評価の実施を、職員各自の振り返りの機会と捉え、
ホーム長が全体会議において、その意義について周
知に努めている。自己評価の作成はユニット毎にリー
ダーを中心に職員全員で分担し、最終的にはホーム
長が確認した。前回の改善課題は関係者の協力もあり
改善された。

4

3

　自治会に加入し、地域のお祭り、敬老会、運動会に
参加している。また、ホームの納涼祭等のイベントや防
災面での近隣との交流を大切にしている。近隣の小学
校の児童や各種ボランティアの定期的な訪問もある。
テーブル、椅子作り、ソーメン流し用の竹のトヨ作りなど
でもボランティアの支援を受けている。

7

5

8

　運営推進会議は市役所担当職員、自治会、民生委
員等の関係者が参加して2ヵ月に1回開催されている。
防災について、近隣からの支援や避難所設置などの
貴重な意見が出されている。地域の9事業所が集う合
同の運営推進会議も毎年あり、情報交換等をして、積
極的にサービス向上に活かしている。

5

３．理念を実践するための制度の理解と活用

取り組みを期待したい項目



社団法人かながわ福祉サービス振興会　

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外に
も行き来する機会をつくり、市町村とともにサービ
スの質の向上に取り組んでいる

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金
銭管理、職員の異動等について、家族等に定期
的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

　運営推進会議には、市役所担当職員も参加するの
で、指導助言を仰ぐなど連携を持つようにしている。ま
た定期的に事業所の空き情報等の報告、利用者の成
年後見人制度の申請等の際に関係部署の担当者との
連携に努めている。

9

15

14

8

　苦情相談窓口等は、契約時に契約書、運営規程、重
要事項説明書等の文書で説明され、玄関口に関係文
書の掲示がある。A4判の「ご意見伺いシート」が備えら
れ、要望・意見を聴取すると同時に、簡単なアンケート
欄を設け運営の参考にしている。訪問の折には気軽に
話してもらうように働きかけていた。

7

　利用者の様子は、利用者状況報告書に、ホームの活
動状況や行事等をまとめた「こころ通信」、利用者のエ
ピソードを手書きした「縁側日記」を添えて定期的に家
族に知らせている。状態の変化や必要があればメール
や電話で連絡している。預かり金は帳簿で管理し、領
収証を添えて定期的に報告し、確認印を受けている。

6

　職員の定着率は良く、過去1年間に職員の異動はな
い。新規採用者については、3ヵ月の試用期間を設け、

４．理念を実践するための体制

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員によ
る支援を受けられるように、異動や離職を必要最
小限に抑える努力をし、代わる場合は、利用者へ
のダメージを防ぐ配慮をしている

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成す
るための計画をたて、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交流
する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取り組みをしている

19

18

５．人材の育成と支援

10

　事業所では非常勤職員も含め経験に応じた年間研
修計画が作成され、研修の機会の確保に努めている。
研修の都度「研修ノート」で内容を報告し、発表の機会
を設け、情報の共有化を図っている。ホームヘルパー2
級資格取得には受講料を半額補助の制度がある。ま
た、年2回自己評価と称する人事考課制度を設けるな
ど向上心の発揚に努めている。

9

い。新規採用者については、3ヵ月の試用期間を設け、
利用者に受け入れてもらえる人材かどうかを最優先に
考え採用を決定し、利用者へのダメージを極力少なく
するように配慮している。

　35事業所が参加する横浜市グループホーム連絡会
（瀬谷・旭ブロック）に加入している。そこで当事業所の
管理者が講師役になり「ターミナルケア」の事例発表を
予定している。職員は上記連絡会の交換研修や法人
及び近隣のグループホームとの相互訪問等で交流し、
連携を深めサービスの質の向上に努めている。

2011
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外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用する
ために、サービスをいきなり開始するのではなく、
職員や他の利用者、場の雰囲気に徐々に馴染め
るよう家族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本人から
学んだり、支えあう関係を築いている

2713

　職員は利用者の得意分野や興味・関心の把握に努
め、植物への水やり、趣味の手芸、食事関係では調理
から片づけ等、できることを中心に力を発揮してもらう
場面作りをしている。利用者からは、笑顔や感謝の気
持の大切さ、野菜作りのコツや土壌改良のことまで幅
広く教えてもらっている。

　体験入居を重要視し、1週間を目途に体験入居を行
い、入居予定者の不安解消に努めている。通常は、入
居予定者がホームを見学し、食事やお茶のひとときを
利用者と一緒に過ごし、本人が納得してから入居に至
るようにしている。パンフレットにも「入居基準」や「入居
までの流れ」を明記し、丁寧に説明している。ケースに
よっては家庭訪問することもある。

１．一人ひとりの把握

2612

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映した介護計画
を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、
見直し以前に対応できない変化が生じた場合は、
本人、家族、必要な関係者と話し合い、現状に即
した新たな計画を作成している

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

15

3716

　介護計画は、通常3ヵ月毎に見直しを実施している。
状態の変化が生じた場合には、その都度本人や家族
と相談して、状態に合うように新たな計画を作成してい
る。

36

14 33

　調査表を用いて様々な角度よりアセスメントを行い、
健康状態を始め生活歴、趣味等の把握に努めている。
職員は日々の会話の中からも、利用者の意向把握に
努め、買い物、散歩、調理、レクリエーションの内容な
ど一人ひとりの希望に沿った支援に努めている。

　介護計画作成担当者を中心にしたカンファレンスを
概ね月1回開催している。介護計画の実施状況につい
ては、個別の「介護記録」などで把握して情報を共有
し、利用者や家族の意見・要望などを加え新たな介護
計画を作成している。重度の利用者について、関係医
師等と十分に話し合い介護計画を作成している。



社団法人かながわ福祉サービス振興会　

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、
事業所の多機能性を活かした柔軟な支援をして
いる

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、でき
るだけ早い段階から本人や家族等ならびにかかり
つけ医等と繰り返し話し合い、全員で方針を共有
している

　重度化や終末期に向けた方針については、契約書
に明記され入居時に説明している。重度化した場合に
は、家族や関係医師等と連携して対応することになっ
ている。実際に対応したケースでは、関係者と協議し、
ホームとしての対応を十分に話し合い、全職員がその
対応方針を共有し、納得したうえで対応した。

17

３．多機能性を活かした柔軟な支援

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

19

4318

　入居前から継続してかかりつけ医を受診している利
用者は2名いる。すべての利用者は健康管理を含め、
協力医療機関の医師による隔週の往診を受けている。
訪問歯科医や緊急時の受入れが可能な同一法人の
病院の支援がうけられる。

 　利用者の健康管理のために医療連携に努め、緊急
時等の受け入れが可能な医療機関、訪問診療をしても
らえる内科や歯科の協力医、同一法人の医療機関の
看護師を確保している。また、精神科医の通院の付き
添いや医療マッサージ利用の支援をしている。なお、
医療連携体制加算の指定をうけている。

39

47

している

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような言
葉かけや対応、記録等の個人情報の取り扱いを
していない

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

20

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

　個人情報に関わる文書は事務室で施錠保管されて
いる。利用者の誇りやプライバシーに配意し、トイレ誘
導の声掛けにも留意している。ホーム内で撮影した写
真の利用について重要事項説明書に明記し、家族の
同意を得るなど配慮している。

50

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

5221

　ホームとしての1日の大まかなスケジュールはあるが、
利用者のペースを尊重し、その日の状態に留意して支
援している。散歩、買い物、食事の準備等、利用者の
様々な希望に沿うように努めている。訪問時には利用
者がペットボトルで草花に水遣りをしている光景が見ら
れた。



社団法人かながわ福祉サービス振興会　

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわず
に、一人ひとりの希望やタイミングに合わせて、入
浴を楽しめるように支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽しみご
と、気晴らしの支援をしている

22

　食事の献立及び食材提供は専門業者が行っている。
週2回はユニット毎に利用者の希望を聞き、好みのメ
ニューを独自に作っている。時には収穫した野菜をメ
ニューに加え、調理を含め全員で楽しむ機会もある。
訪問時の昼食では、職員は見守りや介助をしながら、
利用者と一緒に会話を交わし、食事を楽しんでいた。

54

5723

　入浴について通常は週2回以上、午後にすることを原
則にしている。シャワー浴等、入浴方法については、利
用者の希望に沿うように支援している。自立での入浴
から、職員が二人で介助するケースまで様々である
が、安全に配慮して楽しい入浴を心がけている。

5924

　利用者の生活歴、趣味等についてアセスメントで把
握し、できる事を見極め声掛けをして、役割や楽しみが
持てるように支援している。利用者個々に、草花への水
遣り、食事関係の手伝い、散歩、手芸等の趣味や楽し
みがある。本格的な「流しソーメン」をしたり、バスで水

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

と、気晴らしの支援をしている

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのその
日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援
している

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に鍵
をかけることの弊害を理解しており、鍵をかけない
ケアに取り組んでいる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を身につけ、日ごろより
地域の人々の協力を得られるよう働きかけている

27

　災害対策の一環として地域の協力が得られる運びとなっ
たことは心強いことである。今後は、近隣の関係者にホー
ム主催の訓練へ参加してもらうなど、日常的な交流を深
め、より連携を深めていくための取り組みを期待したい。

25

　日常的な外出の頻度は利用者の自立度に応じてま
ちまちであるが、買い物を兼ねた散歩が多い。GPSを
携行して自由な外出をする人もいる。車椅子の利用者
でも職員が付き添い、出来るだけ外気に触れる機会を
多く持つようにしている。全員でのバス旅行や外食のほ
か、個別に墓参りに行く機会もある。

（４）安心と安全を支える支援

61

6626

　居室、ユニット入口、玄関は日中は施錠していない。
利用者によっては就寝時に居室の内鍵を掛ける人もい
るが、その際も緊急時には外からの開錠が可能であ
る。利用者が外出を希望する場合には、職員に声を掛
けてもらうようにお願いしている。

　ホームでは年2回防災避難訓練を実施し、自治会の
防災訓練には職員が参加している。以前からの課題で
あった災害時における地域の協力については、運営推
進会議の提言や自治会長の後押しもあり、地域の協力
を得られる運びとなった。そのための「災害時援助者名
簿」が整備されている。

○71

みがある。本格的な 流しソ メン」をしたり、バスで水
族館に行くなど、皆で楽しむ機会もある。
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外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）は、利用者にとって不快な音や光が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら 使い慣れたものや好みのものを活かし

　居間兼食堂は両ユニットとも南に面している。採光や
換気がよく、周囲に緑が多く静かなので、穏やかに過ご
すことができる。玄関先から居間の隅々に沢山の観葉
植物の鉢植えがあり、季節のオブジェや花が彩りを添
えている。ソファー等の家具やテレビは一般家庭で使
用されているもので、行事の写真や作品類も置かれ、
落ち着いて居心地よく過ごせる空間になっている。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

77

　食事の摂取量は1,600ｋｃａｌ、水分量は1,000㏄以上を
目安にして、職員は、その詳細を記録している。栄養バ
ランスの確認やカロリー計算は食材提供業者の栄養士
が行っている。利用者の食事摂取量が低下した場合に
は、提携医師に相談して健康管理に留意している。

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

28

8330

　居室のベットや家具などは全て持ち込まれたもので
あった。家族の写真、人形、籐の椅子、仏壇などもあ
り、家庭で今まで使い慣れたものに囲まれて、居心地よ
く安心して過ごせるよう工夫している

8129

しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

8330 く安心して過ごせるよう工夫している。



　（様式１）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○地域密着型サービスとしての理念

　地域の中でその人らしく暮らし続けるこ
とを支えていくサービスとして、事業所独
自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

　管理者と職員は、理念を共有し、理念の
実践に向けて日々取り組んでいる

家族や 域 念 透

2

朝の申送りにて全員で理念を復唱し確
認しあっている。

理念は４つあり玄関先やフロア内契約

自己評価票(参考例)　

項　　目

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

理念にも有るように個性を生かした自
立支援が出来る様支援している。又、
入居者それぞれの身体能力に応じて出
来る事と出来ない事を見極め支援して
いる。

○

手芸クラブ実施　作成の達成感を味わ
いそして自ら興味を持ち行動出来る様
に支援している。

○家族や地域への理念の浸透

　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続
けることを大切にした理念を、家族や地域
の人々に理解してもらえるよう取り組んで
いる

○隣近所とのつきあい

　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえ
るような日常的なつきあいができるように
努めている

○地域とのつきあい

　事業所は孤立することなく地域の一員と
して、自治会、老人会、行事等、地域活動
に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

２．地域との支えあい

4

門や、玄関は施錠せずにオープンにし
ておりｺﾞﾐ出し等で近所の方にあった
ときなど声を掛け合っている。

5

ホーム内行事（納涼祭・忘年会・敬老
会）を通して地域の方を招待したり施
設外の行事（夏祭・文化祭）の参加や
近隣小学校の運動会や作品展などに招
待され参加している。

3

理念は４つあり玄関先やフロア内契約
書に入れて理解をもらえるよう努めて
いる。

9



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

　利用者への支援を基盤に、事業所や職員
の状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮
らしに役立つことがないか話し合い、取り
組んでいる

○評価の意義の理解と活用

　運営者、管理者、職員は、自己評価及び
外部評価を実施する意義を理解し、評価を
活かして具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー

8

会議に参加し情報交換など行い参考に
している。

6

地域の高齢者の役立つ事についての話
し合いなどもてていない

○

時間があれば交流を持ち様々な情報を
発信できるできるホームでありたい。

３．理念を実践するための制度の理解と活用

7

自己評価・外部評価共に改善点をス
タッフ全員で共有し項目に従い改善出
来る様努めている。

告や話し合いを行い、そこでの意見をサ
ビス向上に活かしている

○市町村との連携

　事業所は、市町村担当者と運営推進会議
以外にも行き来する機会をつくり、市町村
とともにサービスの質の向上に取り組んで
いる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人に
はそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内で虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

10

必要有るご利用者との話し合いを持ち
後見制度の申請を行なった方がいる。
又、研修へ参加し知識を広めると共に
ｽﾀｯﾌ全員で共有している。

11

ご利用者、や高齢者への虐待がないよ
うにｽﾀｯﾌ同士情報を共有し防止に努め
ている。

9

ホームの空き情報やご利用者の状況報
告など包括への連絡を欠かさず、市町
村の高齢者支援担当や保護担当などみ
つに連絡を取り合っている。

10



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約を結んだり解約をする際は、利用者
や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

○家族等への報告

　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家
族等に定期的及び個々にあわせた報告をし

14

こころ通信や縁側日記、利用者状況報
告書などでご家族に定期的にお知らせ
をしているが職員に異動については報
告が不十分な点が有る。

○

職員の異動などがあった場合ご家族に
報告しご理解いただくようにする。

４．理念を実践するための体制

12

契約時、各条項毎に説明を行い質問や
疑問点はないか確認しあいながら理解
を得ている。

13

個々にご利用者より意見を頂き反映を
させているが、まだ足りないと思える
ところが有るため今後更に意見を引き
出せるようにしていきたい。

○

利用者懇談会みたいなものを定期的に
開催し意見を徴収し運営に反映させて
いきたい。

族等に定期的及び個々にあわせた報告をし
ている

○運営に関する家族等意見の反映

　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　運営者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

○柔軟な対応に向けた勤務調整

　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟
な対応ができるよう、必要な時間帯に職員
を確保するための話し合いや勤務の調整に
努めている

16

会議等で意見など聞き反映させてい
る。加湿器や保温庫の必要性や研修の
開催、勤務状況などを話し合い運営に
つなげている。

17

勤務時間の調整を行い作成している。
又、行事や外食などは職員を増員し対
応している。

告 不十分な点 有る。

15

大きな苦情は聞かれないが面会時など
個々に要望がないかお伺いしている。
相談苦情を受付けている外部機関のポ
スター（連絡先があり）を張り出して
いる。

○

直接管理者や、ｽﾀｯﾌへ言う事が出来な
い方に関しては意見箱のようなものを
設置していきたい。

11



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

18 ○職員の異動等による影響への配慮

　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職
員による支援を受けられるように、異動や
離職を必要最小限に抑える努力をし、代わ
る場合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮
をしている

退職者があってもご利用者への影響が
無いよう他のｽﾀｯﾌがカバーし、新規採
用も早めに行なっている。又採用の際
もご利用者が受け入れをしてくれるが
見極め採用している。

５．人材の育成と支援

○職員を育てる取り組み

　運営者は、管理者や職員を段階に応じて
育成するための計画をたて、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、管理者や職員が地域の同業者
と交流する機会を持ち ネ トワ クづく

19

経験に応じた研修を職員、非常勤共に
研修の機会を確保している。

20

他施設と交換研修を行ない会議で報告
し啓発している。

と交流する機会を持ち、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みを
している

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

　運営者は、管理者や職員のストレスを軽
減するための工夫や環境づくりに取り組ん
でいる

○向上心を持って働き続けるための取り組
み

　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を
持って働けるように努めている

21

現場の問題点を確認し出来るだけ改善
できるようご家族等と話し合いどのよ
うにしたら良いのか一緒に考えてい
る。

22

勤怠で確認し、研修への積極的参加や
資格取得支援やお祝い金制度を設けて
向上心を持てるよう努めている。

20

12



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　相談から利用に至るまでに本人が困って
いること、不安なこと、求めていること等
を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている

○初期に築く家族との信頼関係

　相談から利用に至るまでに家族等が困っ
ていること、不安なこと、求めていること
等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努
力をしている

○初期対応の見極めと支援

24

相談時の要望や現状を聞きホームとし
ての対応がどの程度できるかを話し納
得の基入居し、入居後も報告などの機
会を多くとり安心できるよう努めてい
る。

電話や見学時に相談を受けた際にはご
本人の状況を聞き取り今現在の問題点

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

23

入居時などは特に多くの関わりを持つ
よう様子観察期間を設けADLや性格
ニーズ、不安や訴えを聞き早く馴染め
るように支援している。

　相談を受けた時に、本人と家族が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

○馴染みながらのサービス利用

　本人が安心し、納得した上でサービスを
利用するために、サービスをいきなり開始
するのではなく、職員や他の利用者、場の
雰囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談
しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

　職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共
にし、本人から学んだり、支えあう関係を
築いている

26

入居前にホームへお越し頂き雰囲気な
どを見ていただいたりお茶や昼食など
をしてもらい馴染みやすいようにして
いる。

27

毎日のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの中から日々学んで
いる。又、ご利用者が今どうしたいの
か傾聴しながら支援している。

25

本人の状況を聞き取り今現在の問題点
などを考慮しGHの生活が本人にとって
一番なのかを見極め地域包括への紹介
や情報提供を行なった事が有る。

13



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○本人を共に支えあう家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を
支えていく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

　これまでの本人と家族との関係の理解に
努め、より良い関係が築いていけるように
支援している

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

30

面会は何時でも可能であり外出希望時
は一緒に外出等行なうようにしてい
る。

28

ご家族の思いや要望を聞きながら相談
しあい支えあっている。

29

利用者状況報告書を定期的に発信した
り、行事への参加の呼びかけを行い一
緒に過ごして頂けるよう機会を作って
いる。

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるように努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用（契約）が終了しても、継
続的な関わりを必要とする利用者や家族に
は、関係を断ち切らないつきあいを大切に
している

32

退去されても必要時連絡を取り合い関
係を継続し、再入居された方がいる。
又、入居には至らなかった方で、半年
に一度状況を確認する為手紙での連絡
を行っている。

31

レクレーションや家事分担を行いご利
用者同士が協力し関係しあえる状況を
作っている。

14



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握 記録や現状を基にカンファレンスを開
き一人ひとりに合わせた支援を行なっ
ている

33

ご本人の意向を伺い希望を出来る限り
取り入れるようにしている。

34

アセスメント時や面会時に今までの状
況を把握し今現在につなげている。又
以前の暮らしを尊重する為に仏壇を部
屋に置き進行を続けている人もいる。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状を総合的に把握する
ように努めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

　本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な関
係者と話し合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映した介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

　介護計画の期間に応じて見直しを行うと
ともに、見直し以前に対応できない変化が
生じた場合は、本人、家族、必要な関係者
と話し合い、現状に即した新たな計画を作
成している

37

３ヶ月に一度の見直しを行なってい
る。入院時などの状況変化の有る場合
などはその都度話し合い変更してい
る。急激な変化が見られる場合はご家
族との話し合いを設け状況説明を行っ
ている。

35 ている。

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

前回の計画書の評価を行い次に出てき
た問題点などについてカンファレンス
を行い計画書を作成している。計画書
は必ず本人やご家族に報告し要望や希
望を話し合い反映させている。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

○事業所の多機能性を活かした支援

　本人や家族の状況、その時々の要望に応
じて、事業所の多機能性を活かした柔軟な
支援をしている

○地域資源との協働

本人の意向や必要性に応じて、民生委員40

ご本人からの意向はないが民生員やボ
ランティア、近隣小学校の協力体制が
有る。

３．多機能性を活かした柔軟な支援

39

訪問診療可能な、内科医、歯科医を確
保している。同一法人の看護師の定期
健康管理も行なっている。筋力低下や
機能低下防止の為の医療ﾏｯｻｰｼﾞの支援
もしている。

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

38

その日に行なったことや、変化などを
個人記録に記入し共有している。又、
連絡ﾉｰﾄを活用し周知出来る様にして
いる。

　本人の意向や必要性に応じて、民生委員
やボランティア、警察、消防、文化・教育
機関等と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

　本人の意向や必要性に応じて、地域の他
のケアマネジャーやサービス事業者と話し
合い、他のサービスを利用するための支援
をしている

○地域包括支援センターとの協働

　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護
や総合的かつ長期的なケアマネジメント等
について、地域包括支援センターと協働し
ている

42

地域包括からの紹介で入居されたご利用
者に関しては定期的に状況報告を行なっ
ている。又、後見人を立てるために包括
職員と連携情報交換しながら長期的にそ
の方をマネジメントしている。

40 有る。

41

筋力低下や機能低下防止の為にドク
ター指示の元医療マッサージを受けて
いる方がいる。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○かかりつけ医の受診支援

　本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

○認知症の専門医等の受診支援

　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築
きながら、職員が相談したり、利用者が認
知症に関する診断や治療を受けられるよう
支援している

○看護職との協働

　利用者をよく知る看護職員あるいは地域
の看護職と気軽に相談しながら、日常の健
康管理や医療活用の支援をしている

療 協働 ホームでの状況などの情報を的確に入

44

通院に関しては指示助言相談できる病
院は確保しているが往診は行っていな
い。 ○

往診可能な精神科医の確保していきた
い

45

法人本部より看護師による定期的な健
康管理を行っており緊急の入院の対応
や相談など出来るようになっている。

43

定期的な診療を行い健康管理が出来て
いる。入居時にご家族の意思を確認し
てからかかりつけ医を決めている。

○早期退院に向けた医療機関との協働

　利用者が入院した時に安心して過ごせる
よう、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備
えて連携している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

　重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等
ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合
い、全員で方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

　重度や終末期の利用者が日々をより良く
暮らせるために、事業所の「できること・
できないこと」を見極め、かかりつけ医と
ともにチームとしての支援に取り組んでい
る。あるいは、今後の変化に備えて検討や
準備を行っている

48

緊急時、急変時などマニュアルとここ
の御家族ドクターと話し合った内容に
沿った支援をしている。状況の変化は
随時対応し、報告もしている。

46

ホームでの状況などの情報を的確に入
院先へつなげ変化を最小限できるよう
に勤めている。

47

現在の状況と今後の可能性をご家族に
伝え方向性を話し合いその都度決定し
ている。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○住み替え時の協働によるダメージの防止

　本人が自宅やグループホームから別の居
所へ移り住む際、家族及び本人に関わるケ
ア関係者間で十分な話し合いや情報交換を
行い、住み替えによるダメージを防ぐこと
に努めている

○プライバシーの確保の徹底

　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ね
るような言葉かけや対応、記録等の個人情
報の取り扱いをしていない

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

50

個人に関する記録は施錠できるところ
に保管。排泄の声かけについても声の
大きさに配慮し、トイレ内には扉とは
別にカーテンをつけプライバシーに配
慮している。

49

環境の変化によるダメージを出来る限
り防ぐよう支援している。又、介護計
画書などを確認し継続してケアが出来
るよう支援している。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　本人が思いや希望を表せるように働きか
けたり、わかる力に合わせた説明を行い、
自分で決めたり納得しながら暮らせるよう
に支援をしている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援し、理容･美容は本人の望む
店に行けるように努めている

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

53

入居者一人ひとりの個性、好みを大切
にしたおしゃれを支援している。ホー
ムにも　散髪業者が来ているが、希望
により近隣美容室へ行かれる方もい
る。

51

ご利用者の思いや希望を引き出し自己
決定できるようなかかわり方、声賭け
に工夫し支援している。美容院や、買
い物、ﾒﾆｭｰなど

52

一人ひとりのペース、意思を尊重し体
調などを考慮し希望に沿った支援をし
ている。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

○本人の嗜好の支援

　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たば
こ等、好みのものを一人ひとりの状況に合
わせて日常的に楽しめるよう支援している

○気持よい排泄の支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして気持ちよく排泄できるよう支援して
いる

者 望 実施

55

おやつは毎日１５時に提供している。
飲み物も利用者一人ひとりの好みを聞
き提供している。

56

排泄チェック表を確認しタイミングを
逃さず声かけしトイレ誘導を行ってい
る。

54

利用者と共に準備や、片づけを行って
いる。又、皆で作れるメニューを考え
全員参加で調理している。ホームで取
れた野菜を一緒に収穫しﾒﾆｭｰに加えて
いる。

○入浴を楽しむことができる支援

　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしま
わずに、一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて、入浴を楽しめるように支援して
いる

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、安心して気持ちよく休息したり
眠れるよう支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、楽しみごと、気晴らしの支援をして
いる

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

59

調子参加の方、盛り付けの方、食器拭
気の方、洗濯たたむ方等出来ることを
見極め目ながら参加していただいてい
る。

57

入居者の希望にあわせ実施している。
又、日中の入浴だけではなく就前の
シャワー浴など希望に応じ実施してい
る。

58

ﾚｸの声賭けし活動的な生活が出来るよ
う勤めているが無理のないよう状況に
応じ居室にて休んでいただいている。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

○日常的な外出支援

　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひと
りのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援している

○普段行けない場所への外出支援

　一人ひとりが行ってみたい普段は行けな
いところに、個別あるいは他の利用者や家
族とともに出かけられる機会をつくり、支
援している

61

余裕のある場合には希望に沿い散歩や
買い物など支援している。

62

普段行けない場所（お墓参り・外食）
などは御家族と共に外出している。

60

金銭管理が出来ない方に関しては事務
所での管理をしている。

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

○家族や馴染みの人の訪問支援

　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人
たちが、いつでも気軽に訪問でき、居心地
よく過ごせるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

　運営者及び全ての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

（４）安心と安全を支える支援

65

身体拘束はしていない。又今現在する
必要がない。

63

フロア内の電話はいつでも使用でき話
が出来るようにしている。本人よりご
家族へ年賀状などｽﾀｯﾌ支援で出してい
る。

64

面会は自由にしている。地域の方が気
軽に関われるようしている。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○鍵をかけないケアの実践

　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄
関に鍵をかけることの弊害を理解してお
り、鍵をかけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

　職員は本人のプライバシーに配慮しなが
ら、昼夜通して利用者の所在や様子を把握
し、安全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

　注意の必要な物品を一律になくすのでは
なく、一人ひとりの状態に応じて、危険を
防ぐ取り組みをしている

67

居室におられる場合は日中も巡回して
いる。

○

更にご利用者の状況を把握できるよう
注意を払っていく。

68

注意の必要な物品に関しては施錠でき
るところで保管できるようになってい
る。又、個人のものに関してはご本人
の能力に応じ了解の下預かり保管して
いる。

○

ご利用者のレベル低下等を考慮に入れ
危険物の確認と状況に応じてたいおう
していく。

66

外出などの際は声をかけてから外出し
ていただいているのでフロアに施錠は
していない。居室も同様。夜間のみ玄
関に鍵をしている。

○事故防止のための取り組み

　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を
防ぐための知識を学び、一人ひとりの状態
に応じた事故防止に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え、全て
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を身につ
け、日ごろより地域の人々の協力を得られ
るよう働きかけている

71

災害に備え定期的に避難訓練を行って
いる。

69

ヒヤリハットを活用し事故防止に努め
ている。又、、研修などに参加し取り
組みについて勉強している。

70

急変・事故に関してマニュアルを設置
している。

○

ホーム内研修をし勉強会の機会を作
る。又、消防団員を交えての救急対応
訓練を行いたい。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○リスク対応に関する家族等との話し合い

　一人ひとりに起こり得るリスクについて
家族等に説明し、抑圧感のない暮らしを大
切にした対応策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に
努め、気付いた際には速やかに情報を共有
し、対応に結び付けている

○服薬支援

　職員は、一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量について理解し
ており 服薬の支援と症状の変化の確認に

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

73

記録や申し送り、連絡ノートを通じて
情報を共有している。

日ごろより報告、連絡、相談を心がけ
ている。

74

往診後の処方箋を確認し、変更後は様
子観察期間を設けて記録や状況の確認
を強化し、ドクターへつなげている。

変更後の内服薬の副作用を理解し症状
の変化に対して更に注意を払う。

72

御家族らい所持に大まかな状況報告は
しているがリスクとしてのカンファレ
ンスなどの話し合いはしていない。 ○

職員も具体的なリスクの想定が出来る
よう知識を身につける。カンファレン
スへの参加を出来るようにしていく。

ており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

○便秘の予防と対応

　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、予防と対応のための飲食物の工夫や身
体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた
支援をしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

77

食事量・水分量を記入し状況を把握し
状況を維持できるよう支援している。

75

個々に合わせた飲食料の提供、体操や
日常の中での運動を取り入れている。
又医療マッサージ師と連携し日常的に
機能訓練が出来ように支援している。

更に動きを持たせた生活をしていただ
けるようそして自然排便を促してい
く。

76

毎食後の口腔けあを実施している。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○感染症予防

　感染症に対する予防や対応の取り決めが
あり、実行している（インフルエンザ、疥
癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

　食中毒の予防のために、生活の場として
の台所、調理用具等の衛生管理を行い、新
鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族 近隣 人等にと て親し

周りに草花などを置くなどの工夫をし
ている。

親しみ易い環境を引き続き工夫してい
く・

79

まな板・布巾など毎日消毒を行い、食
材は加熱処理、生ものは冷蔵保存して
いる。又、６月～９月は刺身などの提
供は控えている。

更に高い衛生意識を持つ

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

（１）居心地のよい環境づくり

78

マニュアル作成している。又その時期
その時期に流行する感染症に関しては
外部研修を受講し全体会議で全員へ内
容を報告している。

全職員がマニュアルを即実行できるよ
う再度ホーム内研修を行う。

　利用者や家族、近隣の人等にとって親し
みやすく、安心して出入りができるよう
に、玄関や建物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとっ
て不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり

　共用空間の中には、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

82

自由に配置換えが出来るテーブルソ
ファなどの配置を考慮し広いスペース
を確保できる用紙テイク。

一人ひとりに合った空間作りを心がけ
る。

80

81

フロアに利用者手作りの季節のオブ
ジェを飾ったり季節の花を置くなどの
工夫をしている。

季節感を取り入れ利用者と季節感を共
有できるよう工夫していく。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○換気・空調の配慮

　気になるにおいや空気のよどみがないよ
う換気に努め、温度調節は、外気温と大き
な差がないよう配慮し、利用者の状況に応
じてこまめに行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が
送 う 夫

84

居室フロアの換気を適宜行っている。
空調や気温に応じて随時調整してい
る。

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

85

階段、廊下には手すりを設置し階の移
動には必要に応じてエレベーターが使
用できている。

83

居室作りはご家族やご本人の意見を尊
重し相談しながら行っている。

送れるように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱
や失敗を防ぎ、自立して暮らせるように工
夫している

○建物の外周りや空間の活用

　建物の外周りやべランダを利用者が楽し
んだり、活動できるように活かしている

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

86

ご本人の状態に応じて危険なものを排
除し転倒などの事故を防げるよう配慮
工夫している。

個々の状況に応じて対応できる様状況
把握を更に行う。

87

ベランダ、庭の植物への水やりなど一
緒に行っている。畑に野菜を植え一緒
に収穫し調理し食している。
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○ ①ほぼ全ての利用者の
②利用者の２/３くらいの
③利用者の１/３くらいの
④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある
②数日に１回程度ある
③たまにある
④ほとんどない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが

91
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出か

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての家族と
②家族の２/３くらいと
③家族の１/３くらいと
④ほとんどできていない
①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度

○ ③たまに
④ほとんどない

95
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている
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①大いに増えている
○ ②少しずつ増えている

③あまり増えていない
④全くいない

○ ①ほぼ全ての職員が
②職員の２/３くらいが
③職員の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての家族等が
②家族等の２/３くらいが
③家族等の１/３くらいが
④ほとんどできていない

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は 日 の実践の中で 事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピ ルしたい点を記入してください ）

98 職員は、活き活きと働けている

99
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る

(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

＜年間行事＞

１月 お正月祝い膳・初詣

鏡開き

２月節分

３月ひな祭り・つるし雛見学

４月 お花見

５月 母の日

６月 父の日

７月 七夕・流しソーメン（竹を使用）

８月 納涼祭（地域の方をご招待）

９月 敬老の日会所記念月（すし実演）

１０月 遠足（観光バス使用）

１１月 運動会

１２月 クリスマス会・利用者忘年会

・行事のほか、お誕生日階会や近隣レストランへの外食（回転寿司・和食レストラン）

・季節を感じていただけるよう イチゴ狩り・みかん狩りを実施

・ご利用者一人ひとりの出来ることを見つけ役割を持って生活していただき

達成後自信を持っていただけるよう支援している。（家事への参加・手芸など）
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　（様式１）

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内
容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○地域密着型サービスとしての理念

　地域の中でその人らしく暮らし続けるこ
とを支えていくサービスとして、事業所独
自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

　管理者と職員は、理念を共有し、理念の
実践に向けて日々取り組んでいる

家族や 域 念 透

2

①毎朝、ホームの理念を管理者含む職員
と復唱し理念の浸透を図っている。

①理念については契約書への記載もあ 当ホーム内において介護教室などの勉強

自己評価票(参考例)　

項　　目

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

①近隣の小学校との交流で学校行事の参
加の招待を受けて交流を深めている。理
念については、その人らしく生活出来る
様自己決定を第一に考えた理念を掲げて
いる。

○家族や地域への理念の浸透

　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続
けることを大切にした理念を、家族や地域
の人々に理解してもらえるよう取り組んで
いる

○隣近所とのつきあい

　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえ
るような日常的なつきあいができるように
努めている

○地域とのつきあい

　事業所は孤立することなく地域の一員と
して、自治会、老人会、行事等、地域活動
に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

２．地域との支えあい

4

①ホーム玄関の入り口や、ﾕﾆｯﾄ入り口の
施錠は夜間のみにしており、ごみ捨てや
散歩の際には挨拶をかかさず行なってい
る。

○

外に掲示板を設置している為そこに行事
の参加を記載し、興味を持って立ち寄っ
てもらえるように努める。

5

ホームない行事の夏祭では近隣の住民の
方へお知らせを配布し交流を持つ事もで
きた。又、地域の中の行事への参加を行
い交流している。

3

①理念については契約書への記載もあ
り、ホーム内各ユニットごとに掲示され
ている。地域住民の人々に対して特別な
ことはしていない。

○

当ホーム内において介護教室などの勉強
会を開催し、理念を踏まえて伝えて行き
たいと思います。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内
容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

　利用者への支援を基盤に、事業所や職員
の状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮
らしに役立つことがないか話し合い、取り
組んでいる

○評価の意義の理解と活用

　運営者、管理者、職員は、自己評価及び
外部評価を実施する意義を理解し、評価を
活かして具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー

8

①報告のみになってしまっている事が多
いのが現実で、もっと普段より行事や、
日常的に状況を見ていただき意見を頂い
たほうがサービスの向上に繋がるのでは
ないかと思います

6

①特に意識して行なってはいないが、近
隣の方の個々の相談にはその都度応じて
いる。 ○

認知症の方への接し方などを伝えたり、
相談し合える場を作って行きたい。

３．理念を実践するための制度の理解と活用

7

①適的に評価を実施し前回の課題が改善
に結びついているかを重点においてい
る。

告や話し合いを行い、そこでの意見をサ
ビス向上に活かしている

○市町村との連携

　事業所は、市町村担当者と運営推進会議
以外にも行き来する機会をつくり、市町村
とともにサービスの質の向上に取り組んで
いる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人に
はそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内で虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

10

成年後見制度についての研修に参加し、
その内容を会議等にて周知し、又、制度
を必要とされるご利用者へは活用し、今
現在2名後見人を立てている。

11

福祉系ホームページや、新聞の切り抜
き、研修参加などで学び、ご利用者につ
いて虐待がないかを常に注意を払い防止
に努めている。

○

虐待が発見されたら直ぐに市町村へ通報
する。

ないかと思います。

9

①必要に応じてサービス課や、保護担当
とは連絡を取ったり、利用者の状況報告
や、空き室情報など連絡し連携をしてい
る。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内
容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約を結んだり解約をする際は、利用者
や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

○家族等への報告

　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家
族等に定期的及び個々にあわせた報告をし

14

概ね3ヶ月～4ヶ月をめどに写真つきで生
活のご様子を書面でお知らせしていると
共に必要に応じて、メールやお電話で状
況をお知らせしている。

○

職員の異動なども今後お伝えして行くよ
うにする。

４．理念を実践するための体制

12

契約の際には、常に口頭での契約書内容
の読み上げ、その都度の説明を行い、ま
た、何時でも質問や疑問を尋ねながら契
約を行なっている。

13

管理者、職員はご利用者との良好な関係
を築きご利用者の意見や、不満などは真
摯に受け止め運営や、ｻｰﾋﾞｽ計画にも盛り
込んでいる。

族等に定期的及び個々にあわせた報告をし
ている

○運営に関する家族等意見の反映

　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　運営者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

○柔軟な対応に向けた勤務調整

　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟
な対応ができるよう、必要な時間帯に職員
を確保するための話し合いや勤務の調整に
努めている

16

月に一度全体での会議を開催し職員の意
見を聞き反映させている。

17

外出行事や、外食など、必要に応じて職
員を増員し必要な時間に確保している。
又、ご家族にご協力いただいている。

15

電話、FAX,メールにて家族がホームに伝
えやすい方法を備えている。又、計画書
を作る際要望や、ご意見を頂き職員へ伝
え徹底している。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内
容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

18 ○職員の異動等による影響への配慮

　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職
員による支援を受けられるように、異動や
離職を必要最小限に抑える努力をし、代わ
る場合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮
をしている

職員の異動についてはほぼない。退職時
においてもダメージが最小限になるよう
にしている。

５．人材の育成と支援

○職員を育てる取り組み

　運営者は、管理者や職員を段階に応じて
育成するための計画をたて、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、管理者や職員が地域の同業者
と交流する機会を持ち ネ トワ クづく

19

概ね　月2回は外部研修を受ける機会を設
けてそのスタッフへ必要な研修を受講し
ている。

20

交換研修において他ホームへの研修に
行ってもらい、相手より研修を受け入れ
る事でそれぞれのホームの情報交換を行
な ていると交流する機会を持ち、ネットワークづく

りや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みを
している

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

　運営者は、管理者や職員のストレスを軽
減するための工夫や環境づくりに取り組ん
でいる

○向上心を持って働き続けるための取り組
み

　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を
持って働けるように努めている

21

管理者と職員の関係が良好になるよう勤
め話しやすいような立場と、場を作って
いる。

22

各個人の職員に合わせた研修を受けさせ
それぞれが無理なくレベルアップ出来る
様努めている。又、各職員と良好な関係
を保ち、必要時に課題を与え評価をして
いる。

20 なっている。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内
容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　相談から利用に至るまでに本人が困って
いること、不安なこと、求めていること等
を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている

○初期に築く家族との信頼関係

　相談から利用に至るまでに家族等が困っ
ていること、不安なこと、求めていること
等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努
力をしている

○初期対応の見極めと支援

24

見学時や、面談時、契約時そのほかで話
を聞き計画書に反映させている。

入居相談時その方の状況が施設入所の段
階ではなく通所ｻｰﾋﾞｽが適していると判断

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

23

面会時に確認し、入居に至るまでもいつ
でも相談出来る様に話をしている。入居
までにご家族・ご本人から得た情報を基
に入居時までにサービス計画を作成して
いる。

　相談を受けた時に、本人と家族が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

○馴染みながらのサービス利用

　本人が安心し、納得した上でサービスを
利用するために、サービスをいきなり開始
するのではなく、職員や他の利用者、場の
雰囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談
しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

　職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共
にし、本人から学んだり、支えあう関係を
築いている

26

入居時は様子を見ながら馴染む事と安心
する事を目標としている。又、入居前に
ご本人に見学をお願いしたり、昼食を食
べていただいたり必要な支援をしてる。
ご家族とはいつでも連絡を取り相談して
いる。

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

27

本人が得意とする事、興味を持っている
事経験の有ることに関し相談や意見交換
を行ない、時に指示を頂いたり工夫して
いただたり教えていただいたりしてい
る。（TVの内容・戦時中の生活・食事・
製作物・畑仕事等）

25

階 く 所ｻ 適 判断
し他事業所を紹介した事が有る。

25



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内
容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○本人を共に支えあう家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を
支えていく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

　これまでの本人と家族との関係の理解に
努め、より良い関係が築いていけるように
支援している

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

30

ご友人よりの行事などへの誘いに関しご
家族に確認のうえ準備を支援し、対応し
ている。 ○

本人からの聴取を積極的に行いホーム側
からも提案していきたい。

28

面会時レクレーションの参加、可能であれば
身体介助などご協力いただいている。行事の
際にも協力を頂いている。又、心身の変化が
過度期でる方に関しては小さな事でも報告し
相談も交えつつ状況を把握出来る様努めてい
る。

29

ご家族が遠方に在住のご利用者に手紙を
出す支援を何度か行なったが、返信がな
い為以降は先方の状況に配慮し控える事
があった。その方の家庭の状況に配慮し
つつ関係作りを支援している。

○

年賀状書きを継続していきたい。

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるように努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用（契約）が終了しても、継
続的な関わりを必要とする利用者や家族に
は、関係を断ち切らないつきあいを大切に
している

32

先方が希望する際は行事にも参加してい
ただいている。入居相談の上在宅残留と
なったご利用者様へ定期的に手紙で連絡
を取り合っている。

31

自発的で、友好的な交流が円滑に進む様
配慮しつつ復数人で同作業を行なってい
ただいたり一つの作業を分担してして
行っている。ご利用者の協力体制を尊重
しスタッフが介入を行なう。互いの挨拶
支援をして る
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内
容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握 食事などの定時事項であっても個々のそ
の日の状況により臨機応変に対応してい
る 又 ご本人の意思確認が出来にくい

33

日々の会話の中から抽出している。困難
な場合はご家族の意見を伺うなど協力を
頂いている。

34

入居までのアセスメントの参照や日々の
会話から取得している。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状を総合的に把握する
ように努めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

　本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な関
係者と話し合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映した介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

　介護計画の期間に応じて見直しを行うと
ともに、見直し以前に対応できない変化が
生じた場合は、本人、家族、必要な関係者
と話し合い、現状に即した新たな計画を作
成している

37

状態に変化が大きい、又は不安定な時期
は1ヶ月毎に[計画書を見直している。

35 る。又、ご本人の意思確認が出来にくい
場合も傾眠状態や、身体の傾き等で判断
し臥床したりしていただいている。

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

本人の好みや興味を踏まえた外出等を本
人やご家族に提案し実施している。今ま
での生活スタイルを継続出来る様本人ご
家族相談しながら計画している
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内
容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

○事業所の多機能性を活かした支援

　本人や家族の状況、その時々の要望に応
じて、事業所の多機能性を活かした柔軟な
支援をしている

○地域資源との協働

本人の意向や必要性に応じて、民生委員40

各行事の際はボランティアや小学校に協
力依頼行い娯楽を提供している。又、ス
タッフの特技を用い手芸に時間を設け作 ○

傾聴及びクラブ活動的なボランティアを
確保したい。

３．多機能性を活かした柔軟な支援

39

多機能ではなく単独です

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

38

個人記録に日勤帯夜勤帯共にｻｰﾋﾞｽ計画欄
を設けケアプランの内容を実施できてい
るか記入している。ケアプランﾉｰﾄを設け
スタッフが適宜記入するそこからも状況
を収集し次回の介護計画作成に活かして
いる

　本人の意向や必要性に応じて、民生委員
やボランティア、警察、消防、文化・教育
機関等と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

　本人の意向や必要性に応じて、地域の他
のケアマネジャーやサービス事業者と話し
合い、他のサービスを利用するための支援
をしている

○地域包括支援センターとの協働

　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護
や総合的かつ長期的なケアマネジメント等
について、地域包括支援センターと協働し
ている

42

地域包括からの紹介で入居されたご利用
者に関しては定期的に状況報告を行なっ
ている。又、後見人を立てるために包括
職員と連携情報交換しながら長期的にそ
の方をマネジメントしている。

40 タッフの特技を用い手芸に時間を設け作
品作りを行なってる。

○

41
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内
容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○かかりつけ医の受診支援

　本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

○認知症の専門医等の受診支援

　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築
きながら、職員が相談したり、利用者が認
知症に関する診断や治療を受けられるよう
支援している

○看護職との協働

　利用者をよく知る看護職員あるいは地域
の看護職と気軽に相談しながら、日常の健
康管理や医療活用の支援をしている

療 協働 入院時は法人の病院へ搬送出来る様に

44

隔週で往診がありその際に相談できてい
る。又、ご利用者に特変など合ったとき
には電話や、メールで状況を連絡し対処
方法などの指示を受けている。

○

精神科の定期往診があるとなおいい

45

同法人の病院より看護師が健康管理に来
ており状況報告と様々な相談をし通院な
どの指示や注意事項などのｱﾄﾞﾊﾞｲｽを受け
ている。

43

往診医へ相談し、指示を仰いでいる。
又、同法人の病院等で検査、入院など対
応できている。

○早期退院に向けた医療機関との協働

　利用者が入院した時に安心して過ごせる
よう、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備
えて連携している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

　重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等
ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合
い、全員で方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

　重度や終末期の利用者が日々をより良く
暮らせるために、事業所の「できること・
できないこと」を見極め、かかりつけ医と
ともにチームとしての支援に取り組んでい
る。あるいは、今後の変化に備えて検討や
準備を行っている

48

必要に応じてご家族、医師、スタッフ間
で話し合いを設け今後どのような支援が
出来るのか話している。又、重度なご利
用者のご利用者に対してホームの出来る
事の限界をご家族に伝え、その中で出来
る限りの事を支援出来る様ケアプランに
盛り込み実施している。

46

入院時は法人の病院へ搬送出来る様に
なっている。又、退院に関しては病院関
係やご家族と情報交換や病状を確認のう
え早期の退院や、そのほかリハビリなど
をお願いしホームへ戻っても生活状況が
変わらず出来るように連携をとるように
している

47

状態の変化などご家族と話し合いを設
け、その後医師にも相談し、実際にﾎｰﾑと
して、ドクターとして、ご家族としてそ
れぞれが終末期に必要な支援が出来るか
どうか見極め対応している。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内
容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○住み替え時の協働によるダメージの防止

　本人が自宅やグループホームから別の居
所へ移り住む際、家族及び本人に関わるケ
ア関係者間で十分な話し合いや情報交換を
行い、住み替えによるダメージを防ぐこと
に努めている

○プライバシーの確保の徹底

　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ね
るような言葉かけや対応、記録等の個人情
報の取り扱いをしていない

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

50

個人記録などの関しては施錠できる場所
に保管し声かけに関しても場所に配慮し
て声の大きさを考えている。

49

本人の希望を第一に考え在宅へ戻られた方が
いる。又、その後も連絡を取り合い再入居さ
れた方がいる。又、他施設への移動の場合で
ホーム側からの申し出によるものに関しては
無理強いはせず早い段階でご家族との話し合
いを儲け、ご本人、ご家族共に納得のできる
ようにしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　本人が思いや希望を表せるように働きか
けたり、わかる力に合わせた説明を行い、
自分で決めたり納得しながら暮らせるよう
に支援をしている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援し、理容･美容は本人の望む
店に行けるように努めている

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

53

希望される方は外の美容室へ行かれる人
や、送り迎えなど出来る限り支援してい
る。その他には定期的に訪問理美容を利
用している。

51

日常生活の中での会話、ﾚｸ等を通じてご
本人がどのようなことを望んでいるかを
読み取り、又は直接確認しｻｰﾋﾞｽ計画書を
たて支援している。

52

それぞれの、生活のパターンや、性格、
動きに合わせ、本人が決められたｽｹｼﾞｭｰﾙ
に沿い出来ない事だけ支援している。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内
容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

○本人の嗜好の支援

　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たば
こ等、好みのものを一人ひとりの状況に合
わせて日常的に楽しめるよう支援している

○気持よい排泄の支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして気持ちよく排泄できるよう支援して
いる

基本的な時 ご利 者

55

行事でのお酒の提供や、希望時には入浴
後など必要に応じて飲んでいただいてい
る。又、台所を開放しており、自分で召
し上がるものを作る方もいる。

56

歩行困難な方、尿便意がない方に関して
も出来るだけﾄｲﾚでの排泄が出来る様定期
的に2人介助で排泄支援を行なっている。

54

週2回夕食のﾒﾆｭｰを残り食材からご利用者
とﾒﾆｭｰを考え、買い物、調理を行なって
いる。又毎日の調理や片付けなど自然に
職員とご利用者が一緒に行なっている。

○入浴を楽しむことができる支援

　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしま
わずに、一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて、入浴を楽しめるように支援して
いる

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、安心して気持ちよく休息したり
眠れるよう支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、楽しみごと、気晴らしの支援をして
いる

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

59

毎月行事を計画し実行している。日常の
家事に無理のない範囲で得意としている
事に参加出来る様配慮している。又一人
で散歩を希望されている方はご家族ご本
人と相談し安全に散歩が出来る様配慮し
ている。

57

基本的な時間は設けているが、ご利用者
から意向があれば可能な限り入浴出来る
様にしている。自立の方は自由に入浴し
ている。

58

居室とフロアの行き来は自由になってお
り本人の生活リズムや、体力に応じた休
息を取れるよう支援している。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内
容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

○日常的な外出支援

　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひと
りのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援している

○普段行けない場所への外出支援

　一人ひとりが行ってみたい普段は行けな
いところに、個別あるいは他の利用者や家
族とともに出かけられる機会をつくり、支
援している

61

日常的に、散歩、買い物、受診など外出
する機会が多くある。

62

外食の希望を聞き外食へ行ったり遠足、
みかん狩りやイチゴ狩りを実施してい
る。又個々に行きたいと希望のある場所
へ公共の乗り物を使用し外出している。

60

その方の能力に応じて個人管理、施設管
理両方行っている。ご利用者様によって
は定額を所持し管理もご自身で行なって
いる方がいる。

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

○家族や馴染みの人の訪問支援

　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人
たちが、いつでも気軽に訪問でき、居心地
よく過ごせるよう工夫している

○身体拘束をしないケアの実践

　運営者及び全ての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

（４）安心と安全を支える支援

65

スタッフの代表が研修に参加し全体会議
にて周知している。歩行状態が不安定な
ご利用者には拘束するのではなくｾﾝｻｰな
どを使用し、動きを早い段階で気づくこ
とができるようし事故防止に努めてい
る。

63

ご本人や、ご家族に意思で携帯電話を所
持している方もいらっしゃいますが、施
設の電話は自由に使用できるようになっ
ている。年賀状を出したりしている。

64

特に面会時間を設けておらず、訪問時は
ご利用者の居室やフロアなどでご自由に
歓談頂いている。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内
容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○鍵をかけないケアの実践

　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄
関に鍵をかけることの弊害を理解してお
り、鍵をかけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

　職員は本人のプライバシーに配慮しなが
ら、昼夜通して利用者の所在や様子を把握
し、安全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

　注意の必要な物品を一律になくすのでは
なく、一人ひとりの状態に応じて、危険を
防ぐ取り組みをしている

67

ご利用者の所在は常に確認し居室にいるかた
にも声掛けしている。又、一人で散歩へ出か
ける方もいらっしゃるのでご家族と相談し道
に迷ったときや事故に備えてけGPS付きの携
帯電話を持参していただき定期的に場所の確
認を行なっている。

68

ADLや精神状態などに合わせて危険を予測
できるものについてはスタッフ管理者や
鍵の付いた場所の保管へとしている。

66

夜間は防犯上施錠はしているが、日中に
関しては入り口ドアなどの施錠はしてい
ない。

○事故防止のための取り組み

　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を
防ぐための知識を学び、一人ひとりの状態
に応じた事故防止に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え、全て
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を身につ
け、日ごろより地域の人々の協力を得られ
るよう働きかけている

71

避難訓練を年2回行なっている。スタッフ
と利用者が一緒になり災害時に備えてい
る。 ○

近隣職員や、近隣住人の人たちの協力を
頂けるよう働きかけて行きたい。

69

事故が起きた場合、原因や対策をスタッ
フ同士で話し合いをその都度行い同じよ
うな事故が起きないように努めている。
また事故に関する研修などへ参加しス
タッフへ周知している。

70

時々、救急時の研修を行なってはいるが
全員が周知し出来るかどうかはわからな
い。 ○

定期的に研修会などを行なう事で救急時
に対応出来る様にしていきたい。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内
容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○リスク対応に関する家族等との話し合い

　一人ひとりに起こり得るリスクについて
家族等に説明し、抑圧感のない暮らしを大
切にした対応策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に
努め、気付いた際には速やかに情報を共有
し、対応に結び付けている

○服薬支援

　職員は、一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量について理解し
ており 服薬の支援と症状の変化の確認に

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

73

毎日、入浴前のﾊﾞｲﾀﾙチェックに加え、排
泄や食事水分量を把握し、そのほか体熱
感、表情、快気、食欲、尿色、等観察を
行い異変時には医師に連絡し対応してい
る。

74

薬局より来ている薬剤書を確認し、又薬
剤師・看護師・医師などから説明や不明
な部分を確認している。定期的に薬につ
いての勉強会を行っている。

72

ご家族に対し定期的に生活のご様子を報告
し、面会時には身体の変化や今後予測される
事故などについて話し合いを持っている。
又、リスクが高いご利用者でも出来る限り身
体機能維持や、自己決定を尊重出来る様ス
タッフ同士連携を強めている。

ており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

○便秘の予防と対応

　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、予防と対応のための飲食物の工夫や身
体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた
支援をしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

77

食事の量、水分量を記録し、摂取状態がわか
るようにしている。水分不足に関しては好み
のものの提供や飲みやすいものを提供し、食
事量が低下については、ドクターと連携しな
がら血液検査等で栄養状態を確認しながら行
なっている。

75

便秘や服満感から食欲不振、気分不快な
どが有ることを把握しさらに精神面でも
影響が有るために運動水分補給なども考
えながら対応している。

76

自分で出来る事は見守りを行い介助が必
要な方は介助している。又、定期的に訪
問歯科により義歯や歯の状況を確認して
もらっている。

34



取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内
容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○感染症予防

　感染症に対する予防や対応の取り決めが
あり、実行している（インフルエンザ、疥
癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

　食中毒の予防のために、生活の場として
の台所、調理用具等の衛生管理を行い、新
鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族 近隣 人等にと て親し

建物の周りに花壇や野菜をうえｽﾛｰﾌﾟ沿い
にもお花を置き入りやすい雰囲気を作っ
ている 又門も常時開いているので安

79

まな板や布巾を含めて毎日消毒してい
る。又ﾎﾟｯﾄや冷蔵庫も定期的に消毒して
いる。

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

（１）居心地のよい環境づくり

78

マニュアルを作成し感染症に関する内容
を詳しく載せて何時でも自由に見る事が
出来る様になっている。又感染症の研修
などに参加し内容をスタッフ全員へ周知
し理解を深めている。

　利用者や家族、近隣の人等にとって親し
みやすく、安心して出入りができるよう
に、玄関や建物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとっ
て不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり

　共用空間の中には、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

82

誰でも座れるｿﾌｧを設置している。またフ
ロアの椅子は気の合うもの同士が座れる
配置となっている。

80 ている。、又門も常時開いているので安
心して出入りが出来る様になっている。

81

フロア内の掲示板には季節に合わせた装
飾をご利用者と一緒に作成している。
又、行事の写真等掲示し明るい雰囲気に
し居心地の良い空間を作っている。
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取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内
容）

○印
(取組んでい
きたい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○換気・空調の配慮

　気になるにおいや空気のよどみがないよ
う換気に努め、温度調節は、外気温と大き
な差がないよう配慮し、利用者の状況に応
じてこまめに行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が
送 う 夫

84

毎朝の清掃時には窓を開け換気に努めて
いる。又、温度計と湿度計を設置し配慮
しながら調節している。

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

85

フロア内は行動しやすいように工夫され
ている。手すりの設置や段差をなくし車
椅子の方でも出来るだけ自立した生活が
送れる様配慮した作りとなっている。

83

長年使用していた家具や椅子など出来る
限り持ち込んでいただいている。

送れるように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱
や失敗を防ぎ、自立して暮らせるように工
夫している

○建物の外周りや空間の活用

　建物の外周りやべランダを利用者が楽し
んだり、活動できるように活かしている

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

86

個々の能力を理解し得意な事を中心とし
た支援をし自信をつけていただける事で
更に自信がつくように支援している。

87

建物周りには、花壇や庭でお花や野菜を
育てて収穫している。出来るだけ参加し
ていただけるよう収穫時には声をかけて
一緒に収穫している。
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○ ①ほぼ全ての利用者の
②利用者の２/３くらいの
③利用者の１/３くらいの
④ほとんど掴んでいない

○ ①毎日ある
②数日に１回程度ある
③たまにある
④ほとんどない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが

91
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出か

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない

○ ①ほぼ全ての家族と
②家族の２/３くらいと
③家族の１/３くらいと
④ほとんどできていない

○ ①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどない

95
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている
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○ ①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くいない
①ほぼ全ての職員が

○ ②職員の２/３くらいが
③職員の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が

○ ②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての家族等が

○ ②家族等の２/３くらいが
③家族等の１/３くらいが
④ほとんどできていない

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

①ホーム内の生活だけにとらわれず、日常的に買い物や、外食や、外出等外へ出る機会をできるだけ設けている。
②個人の希望する場所へスタッフと一緒へ外出する企画を設けて実施した。

98 職員は、活き活きと働けている

99
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る

②個人の希望する場所 タッフと 緒 外出する企画を設けて実施した。
③利用者それぞれに役割がある生活をしている。
④行事を毎月行うことで季節感を味わっていただいている。
⑤スタッフは日々の変化に対応出来る様に柔軟な体制で臨んでいる
⑥なかなか調理をしたがらないご利用者を巻き込み週に2回残り食材からメニュー決め買い物、調理までスタッフッとご利用者が一緒に作っている。
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